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日 教 弘 わい て
未来を担う子どもたち、教職員の皆さん、そして

「いわての教育」にとって、いつも頼もしい応援団であるように！
　お陰をもちまして、昨年、当会は創立 70 周年を迎えました。戦後、教育の復興には教職員の生活安定も不可欠
との相互扶助の精神から静岡で生まれ、昭和 27 年に全国組織として設立された日本教育公務員弘済会は、公益財
団法人認定から 10 年を経て、現在、全国で約 73 万人の会員の方から趣旨や事業内容にご賛同いただき、ご入会い
ただいております。70 周年の機に、大学生給付奨学生事業の募集がスタートしましたし、全国の特別支援学校に対
しての教育支援事業も実施いたしました。
　本県におきましても、岩手県教育委員会をはじめとする県内の各
教育機関・団体から広くご支持をいただき、奨学事業、教育研究事
業、教育文化事業等で「いわての教育」の振興に貢献させていただ
いております。現在、9 千 6 百人を超える教育関係者の皆様に会員
として入会いただいていますが、昨年度からの WEB 入会申請シス
テムの周知により、さらに「たすけ合いの輪」を拡げていきたいと
願っております。「最終受益者は子どもたち」この言葉を標榜として、
これからも公益財団法人としての役割を全うできるよう努めてまい
ります。

支部長　高　橋　清　之　
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当支部教育振興事業で後援をいただいている
岩手県教育委員会  佐藤一男教育長様（中央）、
菊池教育局長様（右）、坂本教育次長様（左）
を表敬訪問し、事業概要を説明

令和４年度　県内 17の特別支援学校へ
教育支援事業で助成

特別支援学級設置校へ、作業学習の
材料費等を補助する教育助成がスタート

特別支援教育の充実に貢献

久慈市立長内中学校（松岡聡校長）では、機織り
や寄木工芸の作業学習に活用いただきました。
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早速、ソフトドリ
ルハードルで練習
する前沢明峰支援
学校陸上部の生徒
さん

雫石町立雫石小学校（小林満校長）では、「配列絵
カード」を購入し、日常的に授業で活用しています。
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特別支援学校教育支援事業 贈呈式から ～特別支援教育のますますの充実を願い～

盛岡みたけ支援学校　
小中学部…体育用二つ折軽量マット 　
高 等 部…　木工用レーザー加工機 等

盛岡青松支援学校
ボッチャ、
電動ろくろ

釜石祥雲支援学校
ボッチャ、

グリーンシーソー等

みたけ・奥中山校
電子ピアノ、

トーンチャイム 等

盛岡となん支援学校
視線入力アイトラッカー５等

盛岡聴覚支援学校
ロジャータッチスクリーンマイク等

花巻清風支援学校
コンドルポリシャー

三愛学舎
ミシン、ミキサー、図書等　

前沢明峰支援学校
ソフトドリルハードル、ストレッチマット

久慈拓陽支援学校
バレーボールネット　ミニキーボード等

岩手大学附属特別支援学校
ミニサッカーゴール、法被等　

盛岡視覚支援学校
図鑑、プログラミングロボット 等

気仙光陵支援学校
電波掛時計、グループボード等

盛岡ひがし支援学校
低床玉入れ、図鑑等

盛岡峰南高等支援学校
電子ピアノ、コンピュータミシン等

一関清明支援学校
アルミたけうま、バルーン等

宮古恵風支援学校
電動シュレッダー、ファイバーミキサー等
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各団体の代表者にお集まりいただき、交付式を執り行いました。

村松玲子先生（県合唱連盟理事長）からは「不来方高校音楽
部沖縄公演」の感動的な実践の一端を発表いただきました。

6 月１日　教育振興事業助成金交付式
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岩手県小学校長会、岩手県中学校長会、岩手県高等学
校長協会、岩手県小中学校副校長会、岩手県高等学校
副校長協議会、岩手県教職員組合、岩手県高等学校教
職員組合（いわて教育文化研究所）、岩手県公立小中
学校事務職員研究協議会、岩手県特別支援学校連絡協
議会、岩手県特別支援教育研究会、岩手県小規模・複
式学校教育研究連盟、岩手県学校保健会養護教諭部会

研
究
大
会

助
　
　
成

東北地区工業高等学校長会研究協議会、東北特別支援
教育研究大会岩手大会、東北社会科教育研究協議会岩
手大会、全国進学指導研究会、東北六県商業教育研究
大会

競
技
等

大
会
助
成

R5「Try スポーツ」岩手県特別支援学校スポーツ交流
大会、R5 東北中学校体育大会（陸上 / 体操 / 新体操 /
バドミントン / 相撲 / スキー） 、高校生ものづくりコ
ンテスト 2023 東北大会（電気工事部門）、第 74 回日
本学校農業クラブ東北連盟大会

支
部

奨
励

第 22 回岩手県中学校総合文化祭（岩手県中学校文化
連盟）、「いわての教育の日」事業実施への協力（いわ
て教育の日推進協議会）

 第28回日教弘教育賞【学校部門】奨励賞に本県から二篇

北上市立北上中学校は、「自ら考え、表現できる生徒の育成～言語活動を活か
した『わかる、できる授業づくり』」と題した教育研究実践論文を発表し、全
国審査で奨励賞を受賞しました。
　教職員は一人一授業公開やＡＲの取組を行い、さらに深化型ワークショッ
プの校内研を年３回実施。また全校生徒による、ＰＵＰ（Power Up Project）
の取組を行い、「全校学習ガイダンス」「家庭学習強化週間」「クラス対抗全校
基礎学力テスト」「全校補充学習」「学力アップノート」という取組を生徒会の
学習専門委員会が中心となって一年間を通して全校生徒で実施する活動で、授
業と家庭学習や自主的な学習を連動させる取組で大きな成果を上げています。

岩手県立花泉高等学校は、「地域連携による探究的な学びの推進～『花高魅力
化プロジェクト』を通じた『知行合一』の実践者の育成」と題した教育研究実
践論文を発表し、全国審査で奨励賞を受賞しました。
　これまでの「いわて地域担い手育成支援事業」や「高校の魅力化促進事業」
での取組を「花高魅力化プロジェクト」として再構築して、校訓でもある「知
行合一」の実践者を育てる探究的な学びをさらに推進する実践に取り組みまし
た。生徒が「伝統文化・芸能」「歴史」「地域おこし・暮らし」「福祉」「農業・
畜産業・林業」「観光・名所・名産」「ものづくり」「復興・防災」の中からテー
マを選び、８分野 10 グループに分かれて取り組んでいます。

北上市立北上中学校（校長 髙橋邦尚 先生 ※受賞時）
【学校部門】奨励賞

【学校部門】奨励賞
岩手県立花泉高等学校（校長 嶋   隆 先生 ※受賞時）

左から髙橋校長、（研究部）三浦
先生、田毛先生、高橋副校長

左から及川副校長、嶋校長、
佐藤専任幹事
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２０２３年度 事業概要 詳細はホームぺージでご確認願います。
HP：https://iwate-nikkyoko.sakura.ne.jp/

 （1）奨学事業 　※公募型…教育関係者に限らず、どなたでも要件に該当する方は申請できます。
　ア　貸与奨学事業 …最大 100 万円（25 万円×修学年数）　※大学、大学院、短大、専門学校等に在学の希望者　
　イ　高校給付奨学事業… １名 3 ～ 5 万円（年額）　※学校長推薦　高等学校又は特別支援学校高等部に在籍
　ウ　大学生給付奨学事業（予約型）… 月額３万円（４年間）　※令和６年度進学予定者　学校長推薦　（岩手県４名）　　
　　　　　　　　　　　  ※貸与奨学事業２～５月申請　　※給付奨学事業は学校を通して案内　

 （2）教育研究助成事業 　※それぞれの申請締切はホームぺージで確認願います。
　＜団体研究助成＞
　ア　教育団体研究助成 … 小・中・高・支援学校の各教育団体への助成
　イ　研究大会助成 … 本県で開催される東北・全国の研究大会等に助成
　ウ　校内研究助成 … 小・中・高・支援学校での校内研究等への助成　※別途学校へ案内済
　＜教育研究論文募集＞　※応募締切…毎年９月末日まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　①学校部門　　②個人部門 … 日教弘教育賞への推薦、岩手支部教育賞表彰　　　　　　　　　　　　

 （3）教育文化事業 　※それぞれの申請締切はホームぺージで確認願います。
　ア　児童生徒大会助成 … 児童生徒が県代表として全国・東北大会への出場に対する助成　※大会前申請
　イ　競技等大会助成 … 本県で開催される東北大会・全国大会への助成　※前年度申請12/20まで
　ウ　日教弘いわて出前講座 … 学校等への講師派遣や外部講師招聘による講演会や講座、特別授業等を助成
　　　※「教育の匠」登録講師　☆音楽教育　太田代政男先生（県合唱連盟顧問）、村松玲子先生（県合唱連盟理事長）　
　　　  　　　　　　　　　　 　☆先人教育　杉本勉先生（前あらえびす記念館長）、松井端巧先生（前盛岡先人記念館長）
　エ　児童生徒文化・スポーツ顕彰 … 全国大会等での顕著な活躍を顕彰する事業を助成（含高校生徒会誌コンクール）
　オ　へき地学校教育支援 … へき地学校（へき地２級以上）での研究・活動を支援
　カ　特別支援学級設置校教育支援事業 … 特別支援学級での作業学習などの活動に必要な学習材の購入支援
　キ　支部奨励助成 … 青少年の健全育成に係る優れた活動を行っている教育・文化団体の特色ある活動を助成

 ＜ユース・ミドル会員対象＞ 　※教弘保険加入 (10口または S型 5口以上 ) の方
 （1）指定宿泊施設利用補助　※利用日の１週間前の平日までに申請＜利用日14日（金）⇒申請７日（金）までに申請＞
　①岩手支部が提携している補助対象となる県内施設…１泊補助額 3,000 円（家族半額）
　　ホテルニューカリーナ、盛岡グランドホテルアネックス、ホテル大観、ホテル志戸平、鶯宿温泉長栄館
　　ANA クラウンプラザリゾート安比高原、ANA ホリデイ・インリゾート安比高原、八幡平ハイツ
　　 東横 INN（盛岡駅前・盛岡駅南口駅前・北上駅新幹線口・一ノ関駅前）、休暇村陸中宮古
　②日教弘が指定する県外施設 … １泊補助額 2,000 円（家族半額）　※日教弘指定宿泊先一覧に掲載
 （2）人間ドック受診補助 … 人間ドック又は脳ドック　5,000 円以内
 （3）結婚祝・出産祝　　 （4）管理職昇任祝　　 （5） 本採用祝　　 （6）永年勤続祝　
 （7）自己啓発支援“igubee” イグベエ　“yomubee”ヨムベエ　　 
 （8）リフレッシュ支援ゆっこゆこ♪　　 （9）新加入記念　　 （10） シニア会員移行期記念　　

 ＜シニア会員対象＞ 　※教弘保険継続加入者（65歳以上はK型 2口以上）の方
 （1）健康増進受診補助 …（人間ドック、脳ドック、PET 検診、乳がん検診等）上限１万円
 （2）宿泊利用補助　※上記＋サンセール盛岡　　 （3）結婚・出産祝　※現職会員に準じる　　
 （4）自己啓発支援シニア・イグベエ　シニア・ヨムベエ　　 （5）リフレッシュ支援ゆっこゆこ♪　　　
 （6）友の会事業補助 … 支部主催の事業に参加した場合の参加補助（R5 ゴルフコンペ、網張の森自然観察会）　　

 ＜全会員・ご家族の皆様等向け＞ 
・ 会員の方全員が、会員証に付帯されている「日教弘クラブオフ」の利用証により、全国で福利厚生サービスを受けられます。
・ 教職員専用の損害保険「教弘まなびやスーパープラン」（教職員賠償責任保険＋団体総合生活保険）へ加入いただけます。　　
・ 教職員、教育委員会・教職員組合・教職員互助会・学生協の職員、左記退職者、加入者家族の皆さまには、「フルガード」
（団体総合生活保険）へ加入いただけます。　※提携保険会社　東京海上日動火災保険（株）

日教弘いわて  福 祉 事 業

日教弘いわて  教育振興事業　

※前年度申請
12/20まで
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岩手の教職員としてスタートされた皆さんに、日教弘いわてからもエール　　

各学校におかれましては、新採用祝贈呈の場をご設定いただき、誠にありがとうございました。
日教弘岩手支部は、教職員の皆さんの心強い応援団であり続けたいと願っています。

  日教弘会員への入会について  
　「青少年の健全育成」という願いに基づく日教弘の事
業目的や内容、仕組み等に賛同いただける教育関係者
は、皆さん、日教弘会員としてご入会いただけます。
　教育関係者の「たすけあいの輪」が広がることにより、
さらに岩手の「学校教育の振興」と「教職員の福祉向上」
が図られていくことを願っています。
●WEBまたは入会申込書にてご入会いただけます。
●会費費用は、一切不要です。
● 入会された方には、会員証をお送りします。会員証

には全国の福利厚生サービスが受けられる　『日教弘
クラブオフ』の利用証が付帯されます。

● 会員になられた方は、当会の共済事業に加入するこ
とができます。

 日教弘教育賞（教育実践論文）募集 
主催：（公財）日本教育公務員弘済会、〃岩手支部　
後援：文部科学省（全国）岩手県教育委員会（岩手）
応募締切… 9月30日（支部事務局宛て）　

【日教弘教育賞】（全国）
●最優秀賞　2篇
　学校部門（50万円）　個人部門（30万円）
●優秀賞　6篇
　学校部門（40万円）　個人部門（20万円）
●優良賞　8篇
　学校部門（30万円）　個人部門（15万円）
●奨励賞…学校部門（10万円）　個人部門（5万円）　

【岩手支部教育賞】（岩手県）
●日教弘岩手支部長賞　1篇以内
　学校部門（5万円）　個人部門（4万円）
●岩手支部教育賞　5篇以内（3万円）
※ 応募の詳細は日教弘岩手支部ホーム

ページで、ご確認いただけます。
※ 岩手支部へもお気軽にお問合せくだ

さい。

宮古商工高 桜台小 岩泉中 一関・南小

田野畑小 川口小 前沢明峰支援 不来方高

飯豊中 盛岡第一高 石切所小 一関第一高

大宮中 盛岡農業高 二戸・中央小 遠野西中

WEB入会用
QRコード
※５分程度で
　入力完了

クラブオフ
利用証が
付帯された
会員証
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「ユース教弘保険」から「新教弘保険A型」へ移行できます
ユース教弘保険の保障期間満了時に、ユース教弘保険の死亡保険金の範囲内
で医師の診査を受けることなく「新教弘保険A型」に移行することができます。

新教弘Ａ型の保障期間満
了時には、「新教弘保険
Ｋ型」に加入できます

共済事業のお知らせ （提携保険事業）
日教弘会員の教職員の皆さまだけの保障プラン　

「ユース教弘保険・新教弘保険Ａ型」
教
職
員
の
相
互
扶
助
を

目
的
に
開
発
さ
れ
た

教
弘
保
険
の
特
長

● 集団契約特約を付加することにより、低廉な保険料で、死亡や高度障害など
万一のときに備える大きな保障で、ご自身、ご家族様に安心を届けます

●ユース教弘・新教弘Ａ型それぞれ、年齢や性別に関わらず、一律の保険料
●日教弘会員で、60歳以下の健康な方ならお申込みＯＫ
● 教弘保険保障満了時（65歳）にも「新教弘保険Ｋ型」加入で80歳まで保障
●日本教育公務員弘済会岩手支部の様々な福祉事業をご利用いただけます
●契約者配当金は、教育振興事業等に充てられ青少年の健全育成にも貢献

保険期間は５年満了ごとに自動更新され、
39歳まで継続します。
月額保険料：4,539円

（年齢や性別に関わらず保険料は一律です。）

34歳以下の方のための
「ユース教弘保険」

＜災害割増特約付
　集団契約特約付勤労保険＞
　死亡保険金・
　高度障害給付金
　3,000万円

＜災害割増特約付＞
　災害保険金・高度障害給付金＞
　900万円

35歳以上の方のための
「新教弘保険A型」

＜集団契約特約付勤労保険＞
　死亡保険金・
　高度障害給付金
　3,000万円

保険期間は５年満了ごとに自動更新され、
65歳まで継続します。
月額保険料：10,530円

（年齢や性別に関わらず保険料は一律です。） 
※ 不慮の事故など災害による保障に重点を置いた

プラン「新教弘保険B型」もございます。

「教弘保険」にできること
教職員とその家族の皆様に
安心をお届けします。

…………………………………………………
公益財団法人 日本教育公務員弘済会の教育振
興事業（奨学事業、教育研究助成事業、教育文
化事業）及び福祉事業は、教弘保険の契約者配
当金により運営されており、日本の教育界に貢
献しています。

公益性 共済性

共済事業 （提携保険事業） 提携会社70 年以上にわたる提携関係

※ ご契約の際は共済事業提携会社ジブラルタ生命保険（株）のライフプラン・コンサルタントを通じて、必ず「契約概要」「注意喚起情報」「ご契約のしおり・約款」を
ご確認ください。

24 歳 29 歳 34 歳 39 歳 64 歳39 歳

教育振興事業
福祉事業

教弘保険加入
保険金支払い

保険料払込期間保険料払込期間

移行

ご加入例 30 口の場合　 ご加入例 30 口の場合　

教職員ひとりひとりのライフプランに応じて保障を設計

ご契約ご契約 満了 満了

死亡・
高度障害のとき

3,000万円

死亡・
高度障害のとき

3,000万円
災害による

死亡・高度障害のとき
3,000万円

ジブラルタ生命様日本教育公務員弘済会

学校・教職員の皆さま

・
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参事　古舘  英彦

【担当】
県北地区（久慈、二戸）、
葛巻町、旧安代町　等　

参事　佐々木　健

【担当】
盛岡・岩手地区、
西和賀町　等

参事　佐々木  哲也

【担当】 
県南地区 （いわい、胆江）、
北上市　等

参事　佐藤  和信

【担当】
宮古・下閉伊地区　等

参事　杉本　  勉

【担当】
盛岡・紫波地区、
花巻地区　等

参事　佐々木  光男

【担当】
気仙・釜石地区、遠野、
一関一部　等

特任参事　佐藤  猛夫

【担当】
県内全域（必要に応じ）
　　　　

特任参事　阿部  敬行

【担当】
県内全域（必要に応じ）

青少年の健全育成に資するよう行われている日教弘事業について、ご理解・ご協力いただける方の輪がさらに
広がっていくことを願い、私たち教職員OBで構成している参事が、各学校を訪問させていただいております。

令和５年度  日教弘いわて 参事

お問合せ先　（株）岩手教弘　電話 019-624-1590　平日９時～16時45分
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【幹事会】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    【運営委員会】
支 部 長 高橋　清之　（元）岩手県中学校長会長 運営委員 和田　　英　【岩手県小学校長会】
専任幹事

（副支部長） 佐藤　　有　（元）岩手県高等学校長協会長 運営委員 鈴木　美成　【岩手県中学校長会】
幹　　事

（副支部長） 佐藤　　淳　【岩手県小学校長会】 運営委員 鈴木　広樹　【岩手県高等学校長協会】

幹　　事 度會　友哉　【岩手県教育委員会事務局】 運営委員 横澤　　修　【岩手県特別支援学校連絡協議会】
幹　　事 中屋　　豊　【岩手県中学校長会】 運営委員 髙橋　克典　【岩手県教職員組合】
幹　　事 高橋　一佳　【岩手県高等学校長協会】 運営委員 栁田　陽一　【岩手県高等学校教職員組合】
幹　　事 近藤　健一　【岩手県特別支援学校連絡協議会】 運営委員 相原　伸裕　【岩手県小中学校副校長会】
幹　　事 佐藤　　工　【岩手県教職員組合】 運営委員 和田　健利　【岩手県高等学校副校長協議会】
幹　　事 村上智加子　【岩手県高等学校教職員組合】 運営委員 下村　　隆　【岩手県公立小中学校事務職員研究協議会】
幹　　事 吉川　健次　【岩手県公立学校退職校長会】 運営委員 高橋　俊一　【岩手県公立高等学校事務職員協会】
幹　　事 鈴木　　俊　【岩手県高等学校長協会退職校長会】 運営委員 三浦　裕明　【盛岡市中学校長会】
幹　　事 川村　祥平　【日本教育会岩手県支部】 運営委員 村上　俊明　【胆江地区校長会】
監　　査 鈴木　智香　有識者（富士大学教授） 運営委員 菅野美保子　【気仙地区小中学校長協議会】
監　　査 佐野　　理　有識者（盛岡教事教育相談員） 運営委員 向折戸博昭　【久慈地区小中学校校長会】
顧　　問 太田代政男　（元）日教弘副理事長

【教育振興事業選考委員】　　　　　　　　　　　　　　　　　【教育論文選考委員】　
委 員 長 田村　　忠　学識経験者（岩手大学特任教授）
副委員長 岩井　　昭　学識経験者 （県立総合教育センター学校参与） 選考委員 阿部　真一　教育関係者（盛岡市教育委員会）
選考委員 藤原　安生　教育関係者（県小学校長会） 選考委員 岩崎　雅司　学識経験者（野村胡堂記念館長）
選考委員 丸橋　友之　教育関係者（県中学校長会） 選考委員 内村　弘子　学識経験者（元小、中学校長）
支部担当 佐藤　　有　専任幹事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【参事】　　

参　事 古舘　英彦　（前）一戸町教委教育長 参　事 杉本　　勉　（元）盛岡市中学校長会長
参　事 佐々木　健　（元）盛岡市小学校長会長 参　事 佐々木光男　（前）県高等学校野球連盟会長
参　事 佐々木哲也　（元）県生涯学習推進センター所長 特任参事 佐藤　猛夫　（元）釜石市教委教育委員長
参　事 佐藤　和信　（元）宮古地区校長会副会長 特任参事 阿部　敬行　（元）県小学校長会長

【事務局】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【日教弘グループ　（株） 岩手教弘】　
 事務局長　小笠原芳子　 　課長　中嶋富美子  代表取締役  髙橋　勉　   課長  藤田久美子　   主事  畠山紗加

【友の会（シニア会員）運営委員】　令和３～５年度      　　　　　　　　　　　　　   
顧　　問 八重樫  勝　　太田代政男　　野口晃男 会長 高橋支部長 事務局長 佐藤専任幹事

運営委員長 阿部　敬行 運営副委員長 古舘　英彦　 平賀　信二

運営委員

佐々木郁二 佐々木　健 安保　位子 石橋多賀子 杉本　　勉
下山　　巌 今野　充雅 髙橋　憲一 佐々木哲也 髙橋　豊和
藤堂　隆則 木下　邦男 佐藤　猛夫 熊谷　英範 佐藤　和信
大芦　賢一 山形　守平 遠藤　寿明 岩井　　昭

～明日を担う子どもたちの健全育成に資するよう、寄与・貢献～
（公財）日教弘岩手支部では、より適正かつ有益な事業執行となることを願い、

広く県内の教育関係機関・団体の代表者や有識者の方からのご意見をいただきながら運営しています。

令和５年度（公財）日教弘岩手支部  組織一覧

　　【　】内は所属機関・団体


